
避難所でのペットの受け入れについて 

茅ヶ崎・寒川動物愛護協議会 

＜ハンドブック＞ 



 

同行避難 … ペットと飼い主が一緒に避難所へ避難すること 

                             
（環境省推奨） 

  
 ①犬・猫等のペットは、鳴き声・臭い・アレルギー等の問題 

   から、居住スペースには入れないようにする 
  （避難所運営マニュアル 茅ヶ崎市P.18,寒川町P.14） 
 
    

3. 日頃の備え  

※家に置いて来たり、逃がしたりしない 
 

※避難所でペットと人が同居することを 
   意味するものではありません 

1. ペット避難の基本的な考え 

 2. 茅ヶ崎市・寒川町のペット避難の基本的な考え  

【避難所】 
    ・テント  
  ・ブルーシート 
  ・段ボール 
  ・ひも 等 
  

  
   ②受け入れ場所は各避難所判断 

      （避難所運営マニュアル 茅ヶ崎市P.10,寒川町P.14）  

【飼い主】                
 ・ペットフード、水７日分          
 ・食器                    
 ・ケージ、キャリーバック、リード      
 ・常用薬                  
 ・ペットシーツ等トイレ用品 
   ・飼い主とペットの写真 



最後に… 
 茅ヶ崎・寒川動物愛護協議会（※）では動物に関する様々な問題 
に取り組んでいます。本協議会で作成している「避難所でのペット 
の受け入れについて＜ガイドライン＞」では、避難所でペットを受 
け入れる際のより詳細な情報や資料を載せていますので、併せてご 
確認ください。 
 

  
 
  

  【事務局】茅ヶ崎市保健所 衛生課 0467-38-3317 

【ペットの受け入れ場所の決定】 
   災害の規模に応じ、収容場所を決定する 

   
【受付】 
    ペットの情報を一覧にまとめ、ペットには身元表示（名札等）する 

   
【ペットの収容】 
   ケージに収容、もしくは鉄棒等につないで係留する 

   収容場所が屋外の場合、 
 テントやブルーシートを使って雨よけをする 

   
【ペットの世話】 
   他の避難者の迷惑にならないよう飼い主で集まって 
   ルールを決め、 交代で面倒を見る 
 （ペットは適切に管理すれば癒しの効果もあります） 

   
【情報の掲示】 
   ペットの飼育管理ルールなどをチラシにまとめ、避難者へ周知する 
   ペットの失踪、保護、死亡情報等を掲示する 

４．避難所でのペット受け入れの流れ 
 

※茅ヶ崎・寒川動物愛護協議会 
 茅ヶ崎寒川獣医師会、寒川町役場、神奈川県茅ケ崎警察署、神奈川県動物愛護センター 
   茅ヶ崎市保健所で構成 



話し合いのうえペットの収容場所と決定
した場所（茅ヶ崎市の場合は避難所運営
マニュアルで定められているペットの収
容場所を参考）に、ペット避難スペース
を設け、収容します。 

避難所でのペットの受け入れイメージ（参考） 

避難所では飼い主以外の方が動物の世
話をする可能性があります。 
動物の名前や特徴などを、ケージの外
に記し、掲出しておきます。 

ケージに収容できない動物は、鉄棒や
ジャングルジムなどに係留します。 
※リードは、飼い主の方が用意したも
のを使います。 

◎直射日光、雨、風をしのげるような動物の健康に配慮した場所を 
選定してください。 

ケージに収容できる動物は、ケージに
収容します。 
※ケージは、飼い主の方が用意したも
のを使います。 
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